
は
し
が
き

湯
浅
治
郎
の
評
伝
を
書
け
と
の
注
文
を
受
け
た
。

彼
に
つ
い
て
は
息
子
の
八
郎
氏
が
一
番
よ
く
知
っ
て

居
ら
れ
る
筈
だ
が
、
評
伝
と
な
ろ
と
書
き
に
く
い
の

で
、
甥
の
私
に
廻
っ
て
来
た
の
だ
と
思
う
。
と
こ
ろ

が
こ
の
伯
父
は
、
私
か
ら
い
う
と
企
く
祖
父
と
い
っ

て
も
よ
い
年
齢
で
あ
る
。

私
の
父
吉
郎
(
半
月
)
は
末
子
、
冶
郎
は
長
男
で

て
い
て
、
ひ
と
夏
、
私
も
つ
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
。

そ
の
と
き
、
徳
富
兄
弟
、
小
崎
、
海
老
名
牧
師
も
家

族
と
整
逗
十
に
来
て
居
り
、
識
花
の
魚
っ
り
や
、

両
牧
師
鴛
の
投
刑
で
魚
を
捕
え
る
下
働
き
を
し
て

過
と
し
た
楽
し
い
記
憶
が
、
少
年
に
は
一
番
強
く
、

今
日
ま
で
残
っ
て
い
る
よ
う
な
次
第
で
あ
る
。

従
っ
て
私
の
伯
父
に
関
す
る
知
識
は
全
く
叉
聞
き

の
範
囲
で
、
評
伝
等
書
く
資
格
は
な
い
。
そ
こ
で
唯

一
の
材
料
と
し
て
は
、
昭
和
七
年
の
葬
式
や
追
悼
会

の
時
に
集
ま
っ
た
文
書
を
、
記
念
出
版
し
た
「
湯
浅

治
郎
」
と
い
う
本
が
あ
ろ
。
こ
れ
に
は
父
吉
郎
が
詳

し
い
履
歴
を
書
き
、
柏
木
、
小
崎
、
徳
富
、
山
室
、

安
部
、
深
共
海
老
名
、
日
野
等
の
同
志
社
の
歴
史

に
有
名
な
諸
氏
の
文
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
文
字
通

り
抜
き
書
き
す
る
こ
と
で
、
責
任
を
果
た
し
た
い
。

中
閻
の
二
、
三
の
子
は
幼
死
し
て
い
る
。
二
人
の
年

は
十
才
も
開
い
て
い
て
、
私
と
は
実
に
五
十
才
も
開

き
の
あ
る
伯
父
で
あ
る
。
私
の
生
ま
れ
た
頃
乳
に

京
都
に
住
ん
で
い
た
が
、
私
が
中
学
校
に
入
ろ
頃
に

は
、
東
京
代
々
木
に
居
を
移
し
て
、
隠
居
し
て
し
ま

つ
た
。
彼
が
ど
ん
な
こ
と
を
し
た
人
物
で
、
叉
、
当

時
、
伺
を
業
と
し
て
い
た
か
、
何
も
知
ら
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
伯
父
は
逗
子
桜
山
に
夏
の
別
荘
を
持
っ

嘉
永
三
年
十
月
二
十
一
日
、
湯
浅
治
郎
吉
の
長
男

と
し
て
上
州
安
中
に
生
ま
れ
九
。
家
は
味
嬬
矯
油
醸

造
業
。
横
浜
開
港
以
来
貿
易
が
盛
に
な
る
に
つ
れ
、

上
州
地
方
は
生
糸
の
本
場
と
し
て
好
景
気
と
な
り
、

そ
の
方
に
も
手
を
広
げ
て
身
代
を
作
っ
た
。
彼
は
町

人
の
子
で
は
あ
る
が
、
漢
学
塾
に
も
通
い
、
そ
の
結

果
、
終
世
漢
牙
唯
一
の
趣
味
と
し
た
。
後
年
徳
富

燕
峰
の
よ
う
な
よ
い
コ
ー
チ
を
得
る
こ
と
も
で
き

同志社人物誌

( 5 )

湯浅治郎
湯浅永年
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た
。
十
五
才
で
元
服
、
家
券
継
ぐ
。
こ
れ
は
そ
の
父

親
が
輩
だ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
十
九
才

の
畊
(
明
治
元
年
)
゛
く
も
長
男
一
郎
(
同
礼
粛

身
.
洋
両
家
)
を
得
て
い
る
。
時
運
に
乗
っ
て
、
彼

は
横
浜
に
往
復
し
、
外
米
や
魚
油
を
輸
入
す
る
と
共

に
、
鑁
蚕
振
興
の
た
め
優
良
な
種
紙
も
配
布
し
た
。

明
鞭
新
と
共
に
藩
札
発
行
、
靴
旧
藩
邸
の
処
分

等
、
板
倉
傭
下
の
財
攸
忙
関
り
ナ
る
よ
う
な
新
進
突

業
家
に
な
っ

0

た

明
治
五
年
に
は
便
覧
舎
と
い
う
三
千
冊
の
図
書
を

中
心
と
す
ろ
文
化
セ
ン
タ
ー
を
町
に
寄
付
し
た
。
福

沢
先
生
の
著
書
が
中
心
と
な
る
文
明
開
化
傾
向
の
仕

事
で
あ
っ
た
の
は
勿
論
で
あ
る
。

明
治
七
年
十
一
月
。
新
島
先
生
婦
朝
。
廃
蕩
以
来

先
生
の
家
族
は
江
戸
を
引
き
払
っ
て
、
安
中
に
居
住

き
れ
て
い
た
。
横
浜
か
ら
安
中
に
来
ら
れ
た
先
生
は

一
力
月
ほ
ど
滞
在
さ
れ
、
米
国
事
惰
と
キ
リ
ス
ト
教

を
説
か
れ
た
。
そ
の
時
、
こ
の
新
し
い
教
え
を
信
じ

よ
う
と
決
心
し
た
数
人
の
若
者
の
中
に
、
彼
も
居
た

の
で
あ
ろ
。
明
治
十
一
年
に
は
、
男
女
三
十
人
が
先

生
か
ら
受
洗
し
て
、
安
中
教
会
が
設
立
き
れ
た
。
そ

の
前
に
海
老
名
氏
が
派
辿
き
れ
て
伝
道
し
て
い
ろ
。

彼
も
妾
も
こ
の
時
受
洗
し
た
が
、
教
会
員
の
多
く
は

撃
蹴
れ
た
士
族
が
多
い
の
で
、
彼
は
養
爾
を
及

け
、
裂
を
雰
光
分
配
し
て
や
っ
九
。
ま
た
、
安

中
町
の
学
務
委
貝
と
し
て
小
学
校
を
作
り
、
碓
氷
銀

行
の
頭
取
に
も
な
っ
た
。
叉
明
治
十
二
年
に
地
力
制

度
が
突
施
さ
れ
た
時
、
郡
霄
記
と
な
り
、
翌
年
に
は

県
公
談
員
に
選
出
き
れ
て
い
る
。

十
閣
年
か
ら
十
年
冏
は
県
会
望
と
な
る
。
こ
の

周
の
有
名
な
事
件
は
、
全
国
最
初
の
廃
娼
問
題
で
あ

ろ
。
十
年
に
亘
ろ
火
論
争
の
末
、
二
十
四
年
に
戻

き
れ
、
二
十
六
年
か
ら
群
馬
県
は
全
国
唯
一
の
廃
始

県
と
い
う
名
誉
を
持
ち
続
け
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は

彼
が
議
長
と
し
て
中
心
に
な
り
、
長
年
運
動
し
え
か

ら
で
あ
り
、
そ
の
背
後
に
新
島
先
生
の
教
え
が
あ
ろ
。

明
治
十
一
年
、
授
洗
の
条
件
と
し
て
先
生
よ
り
「
伝

者
は
飲
酒
せ
ず
、
男
女
混
浴
せ
ず
、
安
息
日
に
旅
行

せ
ず
」
等
の
清
教
徒
的
な
教
え
が
あ
っ
た
。
温
泉
の

多
い
群
馬
県
で
は
、
当
倫
題
に
な
る
道
徳
問
題
で

あ
っ
た
。

政
治
家
と
し
て
も
う
一
歩
進
む
前
に
、
彼
は
明
治

十
二
、
三
年
頃
か
ら
東
京
に
在
住
す
ろ
方
が
多
か
っ

た
。
そ
し
て
新
知
識
を
吸
収
し
、
交
友
を
ひ
ろ
め
た
。

キ
リ
ス
ト
教
界
の
先
駆
者
、
小
崎
弘
道
著
「
政
教
新

論
」
浮
田
和
民
「
経
済
の
原
理
」
植
村
正
久
「
真
理

一
班
」
小
野
英
二
郎
「
公
債
論
」
「
六
合
繋
」
等

の
弥
陛
、
彼
の
援
助
に
ょ
っ
て
世
に
発
表
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
活
版
所
を
入
手

,
つ
る
と
U
、
、
に
寸
入
年
に
は
熱
醍
社
を
創
立
し
、
後

に
福
永
氏
に
雙
た
の
で
あ
る
。

十
八
年
に
は
子
供
六
人
を
得
九
先
妻
の
後
添
え
と

し
て
徳
・
籍
一
郎
の
姉
籾
子
と
再
蛎
し
た
。
籾
子
は

黒
社
女
学
校
の
出
身
で
、
七
番
目
か
ら
十
四
番
目

ま
で
の
子
供
を
得
た
。
新
教
育
を
受
け
た
女
性
と
し

て
、
專
小
で
は
幼
稚
園
を
絲
営
し
た
。
こ
の
縛
凶
に

対
し
て
は
、
処
女
出
版
「
将
来
之
日
本
」
の
費
用
を

引
き
受
け
て
や
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
関
係
が
始
ま
ろ
。

二
十
年
一
月
民
友
社
設
立
。
「
風
民
の
友
」
か
ら
「
国

民
新
聞
」
に
発
展
す
ろ
。
彼
は
雑
誌
の
広
告
や
宣
伝

外
国
風
の
新
工
夫
を
始
め
た
り
し
た
の
で
、
燕

に
、
峰
は
こ
の
宣
伝
面
の
こ
と
を
非
常
に
感
謝
し
て
、し

る
0

二
十
三
年
。
第
一
回
国
会
議
員
に
群
馬
県
か
ら
選

出
さ
れ
、
二
期
つ
と
め
て
二
十
五
年
忙
辞
退
す
る
。

青
年
期
か
ら
の
肇
興
隆
に
乗
っ
た
貌
業
の
議

と
、
キ
リ
ス
ト
系
学
校
卒
業
の
新
人
と
の
交
際
に
ょ

り
、
国
会
で
は
有
数
の
財
政
通
と
し
て
認
め
ら
れ
て

い
た
の
で
、
政
治
家
と
し
て
、
将
来
は
謡
大
臣
北

^
る
^
ろ
う
と
、
^
^
^
^
^
さ
^
^
^
た
。

一
方
、
キ
リ
ス
ト
教
界
で
は
十
九
年
以
来
十
年
閻
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組
合
教
会
本
部
の
委
員
と
な
り
、
会
む
引
き
受
け

て
い
九
。
し
か
し
そ
れ
以
上
の
大
切
な
使
命
を
、
神

は
彼
の
た
め
に
準
備
さ
れ
て
い
た
の
だ
。
そ
れ
は
同

志
社
と
の
関
係
で
あ
る
。

二
十
一
年
。
同
志
社
の
徐
社
員
を
五
名
か
ら
十

二
人
に
増
員
し
え
際
、
彼
は
そ
の
一
人
と
し
て
依
頼

き
れ
六
。
同
年
六
月
愿
社
綱
領
が
作
ら
れ
九
が
、

こ
れ
を
起
草
し
た
の
は
新
島
先
生
と
徳
富
と
彼
の
三

人
で
あ
っ
北
。
そ
れ
故
、
後
年
、
中
学
校
か
ら
馨

教
授
を
削
除
し
、
ま
北
綱
領
適
用
を
廃
し
元
時
に
、

こ
れ
に
反
対
し
北
の
は
当
然
で
あ
る
。

二
十
三
年
一
月
ニ
ト
三
H
。
大
磯
で
新
島
先
生
の

逝
去
せ
ら
れ
九
時
、
彼
も
そ
の
枕
^
に
居
た
同
志

社
の
美
後
策
の
奔
易
な
ら
ぬ
こ
と
愚
じ
て
、
刑
馬

県
を
地
盤
と
す
る
代
竿
の
身
で
あ
り
な
が
ら
、
赤

然
身
を
投
じ
て
居
を
京
都
に
移
し
、
同
奪
財
政
の

衝
に
当
九
り
、
そ
の
財
政
在
統
一
し
た
の
で
あ
っ
北
。

こ
れ
は
社
員
中
に
会
計
宇
務
の
で
き
る
者
か
な
い
の

で
、
資
産
笥
委
員
と
し
て
牙
へ
来
て
貰
い
北
い

と
、
強
く
山
杢
驫
氏
か
ら
依
頼
さ
れ
北
か
ら
で
あ

る
。
大
臣
候
補
と
も
噂
さ
れ
て
代
準
を
、
強
引
に

引
き
抜
い
た
山
木
氏
に
は
、
新
島
先
生
の
慧
と
い

う
磁
力
が
、
何
人
を
も
引
か
な
い
で
は
い
な
い
と
し

う
、
硫
条
あ
っ
北
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
硲
校

長
と
共
に
京
都
入
り
し
た
彼
は
、
当
時
の
同
志
社
英

学
校
や
神
学
校
は
殻
も
小
さ
く
、
ニ
、
三
年
も
居

れ
ば
財
滝
も
稀
し
て
、
将
来
の
基
礎
も
作
り
得
る

と
思
っ
て
い
九
ら
し
い
。
し
か
し
理
科
学
校
、
同
志

社
病
院
、
宥
護
婦
学
校
と
拡
張
さ
れ
ろ
一
万
、
や
が

て
困
難
な
受
難
時
代
が
来
て
、
引
く
に
弓
か
れ
な
く

な
っ
て
、
次
の
躍
進
段
階
ま
で
の
二
十
年
間
を
、
京

都
に
嘉
す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
北
。

当
時
、
同
嘉
の
財
産
は
、
誓
、
デ
ビ
ス
、
ラ

ー
ネ
ッ
ド
、
大
沢
の
諸
氏
が
翁
鐙
し
て
い
北
。

そ
れ
を
先
ず
統
一
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
か
っ
九
。
そ

し
て
宣
教
霊
の
分
が
一
番
問
題
と
な
っ
た
。
外
人

は
不
動
産
を
所
有
で
き
な
い
の
で
、
令
国
冬
地
の
宣

教
部
館
の
所
有
権
を
黒
社
に
完
付
し
、
伝
道
の
九

め
の
使
剛
権
は
、
宣
教
師
達
が
自
由
に
す
る
こ
と
に

な
っ
北
。
そ
れ
で
同
志
社
は
急
に
令
国
に
財
誓
所

有
す
る
こ
と
に
な
っ
北
が
、
こ
れ
は
後
に
外
人
登

の
ミ
ッ
シ
,
ン
・
ス
ク
ー
ル
笈
讓
波
し
、
代
金
は

伺
森
袖
学
校
の
基
金
に
な
っ
北
。

同
志
社
内
の
各
学
校
も
ば
ら
ば
ら
に
鴛
し
て
、

冬
校
独
立
採
算
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら

も
相
当
の
反
対
を
押
し
て
、
故
新
島
先
生
の
遺
誓

い
う
理
想
の
も
と
に
、
協
力
合
体
し
て
、
縲
っ
市

政
力
を
発
揮
す
る
よ
う
に
整
備
さ
れ
北
彼
力
同
志

社
の
財
政
谷
郵
し
北
二
十
年
問
、
財
産
の
処
分
に

関
し
て
異
議
も
受
け
ず
、
借
金
も
せ
ず
、
欠
損
も
出

き
な
か
っ
北
。
し
か
し
、
そ
れ
は
校
運
の
隆
盛
を
見

財
政
の
拡
六
泡
急
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
反
対
に

外
部
か
ら
の
圧
力
に
ょ
る
最
低
の
衰
微
期
で
あ
り

数
回
の
争
議
が
あ
り
、
財
政
的
に
最
も
困
難
な
時
期

で
あ
っ
九
。
即
ち
吊
戦
争
と
し
て
現
わ
れ
た
国
運

進
展
の
謬
驫
と
、
国
粋
保
守
主
義
の
二
っ
が
重

な
っ
て
来
九
の
で
あ
る
。
同
志
社
の
養
成
し
九
新
進

の
学
者
達
は
、
海
外
に
遊
学
し
て
進
歩
主
義
の
学
説

を
持
ち
知
り
、
為
に
そ
の
新
神
学
と
、
従
来
の
保
守

的
宣
教
師
と
の
間
に
論
象
生
ず
ろ
。
財
産
問
題
と

か
ら
ん
で
、
新
島
先
生
な
き
後
の
界
な
事
件
が
起

こ
っ
え
が
、
彼
は
日
本
国
法
に
ょ
る
主
張
を
厳
持
し

て
、
同
森
の
向
主
的
財
産
誓
打
ち
立
て
、
ミ
ッ

シ
,
ン
.
ス
ク
ー
ル
化
す
る
こ
と
を
排
し
た
。

次
張
勝
に
ょ
る
国
粋
主
義
は
、
遂
に
キ
リ
ス
ト

教
主
義
の
学
校
で
も
、
中
学
校
で
は
聖
欝
教
え
得

な
く
し
た
。
し
た
が
っ
て
小
崎
校
長
の
陀
、
馨

の
授
勢
卓
臂
か
ら
表
面
上
削
ろ
こ
と
に
し
北
。

こ
れ
は
前
記
二
十
一
年
の
綱
領
握
反
す
る
。
被
は

反
対
せ
ぎ
る
を
得
な
か
っ
た
。
国
姦
員
の
誌
の

あ
っ
た
彼
と
し
て
は
、
文
部
省
に
対
し
て
も
っ
と
戦

え
と
考
え
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
為
に
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同
士
鞍
に
共
に
乘
込
ん
だ
、
小
崎
校
長
、
浮
田
教
頭

等
を
三
十
年
八
月
に
失
わ
ね
ぱ
な
ら
な
か
う
九
。
一

説
に
は
小
崎
校
長
の
出
し
た
予
算
を
、
彼
が
認
め
な

か
っ
力
六
め
だ
と
も
い
わ
れ
る
。
輩
M
を
巾
心
と
し

て
こ
そ
新
児
生
の
仰
祭
誓
の
で
あ
っ
て
、
そ

の
点
論
腰
で
あ
る
な
ら
ば
、
他
の
私
立
学
校
と
同

じ
こ
と
化
な
る
黒
社
は
そ
の
財
政
の
二
分
の
一

を
宗
教
教
育
の
九
め
に
使
え
と
い
う
愆
見
を
持
っ
て

ハ
鞭
部
職
後
、
後
継
内
閣
と
し
て
彼
が
集
め

た
理
程
、
枯
井
畔
雄
社
長
(
後
代
竿
)
、
巾
黎

助
介
小
都
逃
出
代
議
士
)
、
徳
富
猯

郎

大
西
祝
博

、

士
、
小
野
英
二
郎
(
後
興
銀
総
裁
)
、
頂
盛
宏
(
後

朝
綴
行
叢
)
、
三
好
器
(
大
審
笈
)
、
上
野

栄
尿
(
京
都
実
業
家
)
、
大
馨
助
、
半
田
平
次
郎

(
群
畿
鴛
、
象
)
、
金
盡
价
、
宮
川
、
儒
、
綱

島
冬
箭
翠
あ
北
。
す
な
わ
ち
、
政
治
饗
尖

業
殊
、
鈿
行
象
、
牧
師
の
結
合
で
あ
る
。
彼
の
修

が
よ
く
出
て
い
ろ
。
こ
れ
に
ょ
っ
て
財
政
的
栞
盤
は

安
定
で
あ
り
、
郁
1
の
政
治
力
も
認
め
ら
れ
る
だ
ろ

う
。
し
か
し
系
竹
は
徴
兵
猶
予
取
り
消
し
と
い
う

、
す
る
い
手
を
使
っ
て
来
九
。
そ
こ
で
桜
井
内
閣
は
岡

志
社
中
学
に
限
り
、
「
キ
リ
ス
ト
教
を
以
っ
て
徳
育

の
基
本
と
す
」
と
い
う
綱
領
を
適
用
し
な
い
こ
と
を

決
定
し
た
。
そ
こ
で
ア
メ
リ
カ
仏
道
会
社
は
同
襄

に
対
し
て
、
米
国
の
寄
付
者
黒
志
を
守
れ
と
器

を
起
こ
し
、
米
国
公
使
も
文
部
省
忙
抗
議
し
、
大
隈

伯
や
伊
儷
に
稔
し
た
。
当
時
の
条
約
改
正
問
題

と
関
連
し
て
、
遂
に
文
響
は
折
れ
、
宗
教
的
葡

を
止
め
て
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義
学
校
に
も
特
典
壽

し
九し
か
し
、
一
応
綱
領
削
撃
決
定
し
、
意
見
の
分

裂
し
た
横
井
内
閣
は
三
十
一
年
末
に
謹
職
し
九
。

彼
は
勿
論
こ
の
削
除
に
は
反
対
で
あ
っ
た
が
、
蛋

の
職
は
一
緒
に
辞
し
た
。
し
か
し
有
力
内
開
を
失
っ

て
、
降
り
坂
と
な
ろ
同
志
社
を
見
て
は
、
去
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
誓
先
生
の
柔
の
た
め
、
彼
は
困

如
な
財
政
を
管
秒
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
片
岡
、

西
凉
、
丹
羽
等
の
社
長
兆
が
経
過
す
る
が
、
最
も

^
,
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
ニ
^
^
^
^
^
る
。

三
十
九
年
。
原
田
助
社
長
荏
。
彼
は
再
び
卯
出

と
な
っ
た
。
こ
の
椋
田
岫
代
に
い
よ
い
よ
私
立
大
学

令
に
ょ
る
太
紗
立
が
行
な
わ
れ
、
誓
先
生
晩
年

の
什
繋
継
絖
き
れ
る
。
そ
の
準
備
の
た
め
財
産
血

で
は
余
分
の
土
地
壽
却
し
て
、
校
地
を
今
出
川
地

灰
に
集
中
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
全
体
と
し
て
は
而

積
は
減
っ
た
だ
ろ
う
が
、
今
出
川
通
拡
張
と
共
に
、

鳥
丸
か
ら
寺
町
近
く
ま
で
、
延
々
と
今
日
の
恩
社

^
^
一
^
あ
^
」
一
9
^
^
は
、
こ
^
^
に
^
ら
^
た
。

四
十
二
年
。
新
大
学
も
発
足
し
、
斯
島
条
の
逮

勢
、
継
い
で
、
同
志
社
百
邦
の
兆
炭
の
一
段
禁
笑

現
し
た
。
そ
こ
で
東
舞
外
代
々
木
に
邸
を
移
し
、

隠
居
の
生
活
に
入
っ
た
が
、
な
お
数
年
郵
晋
職
は

続
け
た
。
そ
し
て
や
が
て
来
九
原
田
総
長
趨
の
塒

に
は
、
反
刈
派
に
居
六
が
、
牧
師
と
し
て
財
政
に
う

と
い
総
長
の
や
り
方
に
.
不
満
だ
っ
た
の
は
や
む
を
得

ま
い
。
続
く
海
老
名
総
長
、
大
工
祭
長
(
先
妻
は

彼
の
一
女
)
と
引
き
続
き
関
係
は
続
き
、
遂
に
彼
の

第
八
子
八
劇
か
一
度
も
同
志
社
総
長
に
な
っ
六
の
だ

か
ら
、
彼
ほ
ど
新
島
先
生
の
辿
き
、
長
く
深
く
関

係
を
r
 
た
男
は
小
ノ
な
か
ろ
う
。

し
か
も
彼
は
突
賓
以
外
、
同
志
社
か
ら
丁
父
も
報

酬
は
取
っ
て
い
な
い
。
そ
の
突
些
も
汽
車
は
三
等
で

川
兇
な
伊
約
薮
た
と
、
裂
達
少
卸
に
印
象
寸
け
た
。

炎
、
彼
の
梦
た
財
陛
黒
一
.
十
年
頃
ま
で
の

も
の
で
、
彼
か
卵
山
を
し
て
い
た
Π
木
登
会
社
の

株
も
、
百
株
位
よ
り
竹
っ
て
い
な
か
っ
九
と
の
こ
と

で
あ
る
。
人
々
は
彼
を
命
、
r
と
恩
い
、
多
く
の
人
が

財
政
的
援
助
も
打
た
。
し
か
し
彼
は
倹
約
せ
ぎ
る
を

得
な
い
ほ
ど
、
そ
の
現
金
収
入
は
な
か
っ
九
の
で
あ

ろ
。
こ
の
点
で
も
彼
姥
の
釡
共
っ
た
の
で
あ

(
女
十
大
諺
師
・
嘉
史
)

ろ

い
た
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